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音楽の文脈情報示唆アプリケーション  
“Contextual Music Linker” 

 

尾崎雄人†1	 	 菅野由弘†2 
 

現在, ヘッドフォンやイヤフォンを通して音楽を聴くことは日常的なことであり, インターネット上のサービスから, 
音源ファイルを直接入手することも普及した. 本研究では, 音楽を聴くという行為の基本である「純粋に音だけを聴
く」という経験に加え, 音楽が伴う様々な歴史や文脈をリスナーとリンクさせることを目指している. 具体的にはユ
ーザーの所持する音楽ファイルのメタデータを利用し, 年代やジャンルに沿った音楽の分布を星座状に可視化させる
Java ベースのアプリケーションを制作している. 年代やジャンル, 地域などの情報はその音楽に関する様々な文脈を
内包していると考えられるので, 本研究は音楽の音以外の側面の価値を伝えることによって, より豊かな音楽体験へ
と導くことを提案するものである. 

 

The Interface between users and musical history: 
“Contextual Music Linker” 

 

YUTO OZAKI†1	 KANNO YOSHIHIRO†2 
 

Listening to music through a headphone or earphone is now usual and the progress in music industry enables to provide vast 
music files through the Internet. That brings us to be able to listen to music in any time, place, and situation though there is 
danger that music is consumed as only auditory experiences. This research represents integrating contextual information of music 
into a purely listening behavior to enrich music experiences. The application “Contextual Music Linker” loads several meta data 
from audio files in a user’s device and it illustrates music files in 3-D space according to genre and year data of metadata. This 
research intends to imply the background and context behind music to achieve rich music experiences that consist of not only 
auditory stimuli but also understanding and interpreting music background. 

 
 

1. はじめに    

	 音楽がメディアに記録されるようになり, ポータブルオ

ーディオプレーヤーやイヤフォン, ヘッドフォンが普及す

るにつれて, 音楽をあらゆる状況から切り離しいつでもど

こでも好きなように聴くことが日常的なこととなった. 音

楽をどう聴くかということは個人的な事柄である一方, 純

粋に音響のみによって音楽体験が構成されることで, その

音楽にまつわる様々な文脈や歴史性といった情報がないが

しろにされていく可能性がある.  

	 そこで本研究では, 音楽を聴く体験を, その音楽の様々

な文脈や歴史とリンクさせることでより豊かにするという

アプローチのもと, ユーザーに音楽の文脈情報を示唆する

アプリケーション Contextual Music Linker を制作してい

る. 本アプリケーションはユーザーが端末内に所持する音

楽ファイルからそれらのメタデータをまず読み込み, それ

をもとに年代とジャンルに基づいて音楽を星座状にマッピ

ングする. メタデータとはあるデータに対する関連情報や

詳細のことを指し, 本研究ではアーティスト名, アルバム

名, ジャンル名, 年を利用している. ジャンルごとに音楽

を年代順にマッピングすることで, ユーザーに自身の所持
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する音楽ファイルに内在する歴史性を示唆することを試み

ている. また, 本アプリケーションが描画する三次元空間

内では自在に視点を操作することができる. これはアプリ

ケーション内で展開する音楽の歴史空間をユーザーが自在

に駆け巡ることで, 文字通り音楽に対する新たな視点をユ

ーザーに喚起しようとしているものである. キーボード状

でもこの操作は出来るが三次元上の動作をより直感的なも

のとするため, ボール型のコントローラーも同時に制作し

ている. 

	 本研究では, 音楽を聴くという行為の枠組みの中での豊

かな音楽体験とは, 聴取する音楽の解釈や理解が深まるこ

とで達成できるとみなしている. 例として, 楽譜やアニメ

ーションスコア[1], あるいは後藤真孝らの Songleのように

音楽の構造や音響情報の視覚化を通して対象となる音楽の

理解を深める行為はそれに該当する[2]. また, 関連して豊

かな音楽体験へのアプローチとして能動的音楽鑑賞という

提案が現在なされている[2]. 本研究では音響情報の理解で

はなくその音楽にまつわる様々な文脈情報を知ることで理

解や解釈を深め, 豊かな音楽体験, ひいてはより深い音楽

の受容を実現しようとしている. 
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2. 本研究の位置づけ  

2.1 音楽情報処理 , 音楽情報検索 , 音楽学との関連  

	 近年, 音楽情報処理の分野において音楽を聴く体験にま

つわる研究が注目されており[3], 例として後藤真孝らの前

述の Songleと Songriumなどが挙げられる[2] [4]. 前者は音

楽の構造を可視化することでユーザーが対象とする音楽の

理解を支援し, 後者は楽曲間が持つつながりを介すること

でユーザーに新たな音楽と出会う機会をもたらしている. 

本研究も同様にユーザーの音楽の理解を深めることを支援

し, 音楽間の関係性を応用するものだが音楽の歴史性に焦

点を置いたかたちでジャンルや年をメインのデータとして

扱う点で異なる. また, The International Society for Music 

Information Retrievalに於いて報告されているものとその関

連研究からは, 音楽の様々な文脈情報や関連情報の有用性

を音楽学者の研究活動の視点から報告したものや[5], 音楽

ジャンル名の持つコンテンツの内容の記述に対する強い関

連性を重視している研究などが見られ[6], 音楽のメタデー

タと音楽の理解をつなぐ様々な研究が行われていると同時

にそれは近年の音楽情報検索の分野におけるメタデータに

関する研究のトピックの一つでもある[7]. 関連して, 音楽

をどのように聴き, 認知し, 取り入れていくかで自分たち

の音楽文化が成立していくことを指摘したニコラス・クッ

クやニコラ・ディベンの研究や[8] [9], 音楽を理解するため

には対象の歴史性を知ることの重要性を主張したカール・

ダールハウス, ピエール・ブルデューらの考察などもふま

え[10] [11], 本研究では楽譜や音響特徴量から示される音

楽のいわば外的な情報ではなくその音楽の内的な情報にも

主眼を置くことでユーザーは音楽に対する解釈を深めてい

き, より豊かな体験を構成出来ると考えている. 

2.2 その他の類似する活動との比較  
	 本研究の参照点となっている活動の一つにイギリスの

British Music Experience がある[12]. 自国の音楽の評価を

より高めるために設立されたイギリスのポピュラーミュー

ジックのインタラクティブな博物館であり, 当時の音源の

みならず雑誌やミュージシャンの楽器, 衣装なども年代ご

との部屋に展示して来館者に歴史を追体験してもらうこと

でポピュラーミュージックの歴史と魅力を伝えている. 音

楽の音そのものの情報のみならずそれにまつわる様々な文

脈情報も示唆することでユーザーに音楽とその歴史を感じ

てもらい, そうすることによって最終的により音楽への理

解や評価を深めてもらうというコンセプトの実践例である. 

本研究でも音楽ファイルのメタデータを活用し視覚化する

ことでそのようなアプリケーションを制作しようとしてい

る. 他に, 下田展久によって報告されたフェルディナン・

リシャールの Mouvement international pour la musique de 

d’innovatice では[13], 音楽を理解する上で重要なのは文脈

であると主張しており, その音楽がどのような文脈にある

のかを知ることは音楽を受容する上で重要な要素であると

述べている.  

 

3. アプリケーションについて  

3.1 アプリケーションの概要  
	 本研究では音楽の文脈情報を示唆するアプリケーション  

Contextual Music Linker を制作している. 本アプリケーシ

ョンはユーザーの端末内に所持している音楽ファイルのメ

タデータをまず読み込む . 対応している拡張子は . 

mp3, .m4a, .aac である. 読み込んだメタデータのうち, 年

代とジャンルが三次元空間上にマッピングされる際の座標

情報として利用される. 

 

 

図 1	 マッピング空間の様子 (1) 

Figure 1	 The Mapping Space (1). 

 

 なお, 本アプリケーションが音楽ファイルのマッピング

のために描画する三次元空間をマッピング空間と呼ぶ. そ

れぞれの音楽はジャンルごとに別々の色が割り当てられ, 

特に同一ジャンルのファイルが複数存在する場合その一つ

をクリックすると時系列に沿って同一ジャンルの音楽を線

で結ぶ. これは後述の「4. 時系列とジャンルに沿ったマッ

ピングについて」の段落で説明されるように, 本研究では

音楽ジャンルを様式や音響上のパターンという意味よりも

歴史性を持った特定の音楽文化として解釈していることを

反映している. 一方, 星を消す場合はマウスポインタを消

したい星と重ねた後, 約 2 秒右クリックを押しっぱなしに

することで実行出来る. また, ユーザーは視点をキーボー

ド, もしくは後述されるボール型コントローラーによって

自由に操作することができ, 様々な角度や位置からマッピ

ング空間を眺めることが出来る. 尚, どの星がどの音楽フ

ァイルであるかは明示されていないがマウスポインタを重

ねることでそれは確認でき, 右下には常にカメラ座標がど
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の年にいるかを示している.  

 

 

図 2	 マッピング空間の様子 (2) 

Figure 2	 The Mapping Space (2). 

 

3.2 ボール型コントローラー  
	 本研究ではユーザーがマッピング空間をより直感的に, 

自在に動きまわることが出来るようボール型のコントロー

ラーを制作している. PS/2 端子のマウスを二つ利用するこ

とでボールの三軸の回転を読み取りそれを Arduino に送信

して視点の自在な回転を実現した. 加えて, コントローラ

ーを前後に傾けることで視点の移動をすることができる機

能が現在実装されつつある. これらの設計によってユーザ

ーは片手でコントローラーを直感的に扱うことができ、マ

ッピング空間をより不自由のないかたちで駆け巡ることが

可能となる. このようにアプリケーションのユーザビリテ

ィを向上させることは本研究のコンセプトを伝えるために

必要な課題である. 

 
図 3	 ボール型コントローラー 

Figure 3	 The ball-shaped controller. 

 

3.3 アプリケーションのシステム  
	 本アプリケーションのシステム図は次のような物となっ

ている. なお Javaベースの言語環境で構築されている. 

 

 

図 4	 システム図  

Figure 4	 The system figure of the application. 

 

	 音楽ファイルの読み込みについては以下のように実装し

てある. あるディレクトリを選択するとそのディレクトリ

以下の階層に含まれる.mp3, .m4a, .aacファイルを含むディ

レクトリを探し出し, それらのディレクトリから条件にあ

う音楽ファイルを一つずつ選んでメタデータを収集する. 

このような仕様となっているのは, 現在 CD からのインポ

ートや音楽ファイルのダウンロードなどで音楽ファイルを

取得した際, まずアーティスト名のディレクトリ, 次いで

その中にアルバム名のディレクトリが作成され, 最終的に

そのアルバムのディレクトリの下に音楽ファイルが置かれ

ることが多いことをふまえてである. 

 

 

図 5	 音楽フォルダの階層構造 

Figure 5	 The structure of directory including music files. 

 

主なターゲットとなるメタデータは年とジャンルであるた

め, アルバム単位でデータを収集すれば基本的には充分で

あると考えられる. ただファイルを一つずつユーザーが手

動でロードさせることも出来るようになっており, 加えて, 
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一度アプリケーションでロードされたファイルのメタデー

タは保存され, 次回以降は新たにロードせずともアプリケ

ーションを起動した直後からマッピング空間に描画され

る. 

 

4. 時系列とジャンルに沿ったマッピングに
ついて  

	 これまでも音楽、もしくは音楽ファイル内の情報を一定

のアルゴリズムに基づいてマッピングし, 可視化させるア

プリケーション及びシステムの研究は数多く行われてきた. 

音響特徴量に基づいてマッピングを行うものや[3] [14], ア

ノテーションあるいはタグなどに沿って行うものなどが知

られている[5] [15]. 本アプリケーションでは音響特徴量は

用いておらず, ファイルに入力されてあるメタデータを, 

特に年代に注目して利用している. また, 音楽の可視化に

おいてもこれまで音楽の構造や音響情報を対象とするもの

が多く見られたが, 本研究は音響情報ではなく音楽の歴史

性や文脈の可視化を試みている. 

4.1 音楽の分布の可視化とスキーマ  
	 音楽の文脈情報の可視化において年代とジャンルに着目

することで, それぞれの音楽が時系列上でどのように分布

しているかを示すことができ, ユーザーにある音楽がどの

年代のものであるかを認知させやすくすることが出来る.  

本研究では, このようにある音楽がどの年代や, 更にどの

地域であるかを推察出来るスキーマをコンテンツ分布スキ

ーマと呼ぶ. コンテンツ分布スキーマを備えることで, 音

楽がどの年代, 地域にあるかを認識することができ, それ

によってその音楽にまつわる歴史的, 地理的な文脈や音楽

間の影響などを推察することができ, 対象とする音楽への

より深い理解や解釈へと至る契機となりうる.  

	 現在, 音楽関連の研究でスキーマという用語は認知・心

理や神経科学の分野で用いられることが多い[16] [17]. こ

の場合, 基本的にスキーマは音楽的な刺激が聴覚上どのよ

うに処理され聴いている音楽の理解に役立っているかを説

明するために用いられる. 本研究におけるコンテンツ分布

スキーマとは, ある音楽がどのようなジャンル, 年代, 地

域のものであるかを把握出来る能力のことをさす. コンテ

ンツ分布スキーマは対象とする音楽の地理情報や歴史情報

と結びつくものであるから, 音楽を様々な文脈情報との関

連付けする過程において重要な役割を担うと考えられる. 

また, このように音楽を年代と地域のデータも併せて捉え

ることで後述のようにより音楽の内容を具体的にイメージ

できるようになると考えられ, 対象とする音楽の理解にも

貢献出来ると考えられる. 

4.2 音楽のジャンルについて  
	 ジャンルとはもともとある共通の特質を持つ対象のグル

ープのことを意味し, 音楽の内容のある程度の部分を記述

することが出来るとされるものであるが[6], 同時に年代も

ある音楽のジャンルについて知る上で重要な要素である. 

一例として, トルコの古典音楽の定義を試みた際, その音

楽の様式やパターンのみでは定義できず年代も定義の要素

に組み込まれたという事例がある[18]. 他にも一例として, 

ジャズという音楽ジャンルは広く浸透しているが, 例えば

そのジャズがファッツ・ウォーラーやジェリー・ロール・

モータンらに代表されるような 1920 年代のアメリカのジ

ャズであるのか, 1960 年代のビル・エヴァンスやマイル

ス・デイビスらが演奏するジャズであるのかで大きくその

内容は異なる. 同様にクラシック音楽の中でも例としてバ

ロック音楽というジャンル名が普及しているが, ラモーや

リュリといった当時のフランスのオペラの作曲家のことを

指しているのか, ヘンデルやテレマンといった他国の趣味

をドイツ的なものとして統合しようとした作曲家たちを指

すのか[19], あるいは単にバッハ, ヴィヴァルディといっ

たポピュラーな作曲家を示しているかで同様に内容は大き

く異なる. 

	 このようにジャンルはある共通の音楽をさす用語とは言

え, 複数の内容の異なる音楽を含む傾向にある. このよう

な問題に対応するために, 音楽のメタデータを扱うインタ

ーネットサイト AllMusic では Genre と Style の二つのカテ

ゴリーを用いており, またジャンル, サブジャンルといっ

たように一つのジャンルに対して下位のカテゴリーを作る

という手段もある. しかし, 本研究では一つのジャンルに

内包される複数の異なる音楽は, 年代や地域に基づいてそ

れぞれ捉えることが可能だと考えている. 再び例としてバ

ロック音楽を取り上げると, “17 世紀のドイツのバロック

音楽”と記述した場合, ハインリヒ・シュッツやヤン・ピー

テルスゾーン・スェーリンクらに代表されるような音楽と

ある程度具体的に内容を限定することができ, 少なくとも

カルロ・ジェズアルドやクラウディオ・モンテヴェルディ

らのような半音階的なマドリガルの音楽について言及して

いないことが想像出来る. こういった認識を実現できるた

めには前述のようにどの音楽がどのように地域的, 年代的

に分布しているかを把握出来るスキーマが必要となり, ま

た音楽の内容を年代, 地域と関連づけて捉えられるように

なることはその背後にある様々な文脈情報への示唆をもた

らすと考えられる.  

	 本研究ではジャンルを音楽の様式, 言うなれば音響上の

パターンからのみで捉えず, ジョン・リーランドがポピュ

ラーカルチャーはある特定のものの見方を表現すると指摘

するように[20], ある地域や年代に興った歴史性を持つ音

楽文化と看做している. ある音楽ジャンルが成立する過程

においてその音楽の周辺の環境は大きな影響を持ち, パン

クやアシッドジャズ, ラヴァーズロックの成立過程をその

例として挙げることが出来る[21] [22]. ある音楽が成立す

る過程には歴史的関連や変遷がその背後にあると考えられ, 

ⓒ 2013 Information Processing Society of Japan

Vol.2013-MUS-101 No.2
2013/12/23



情報処理学会研究報告 
IPSJ SIG Technical Report 

 

 

5 
 

それはある特定の音楽の集合体であるジャンルに対しても

同様の考察が成り立つと本研究では考えており, 事実ダー

ルハウスは「『生涯史』の比喩」という言葉を用いて音楽ジ

ャンルの持つ歴史性について言及している[10]. 上記の例

でいえばジャズという音楽がさす範囲は 20 世紀初頭から

現在に至るまであり, 同様にバロック音楽においても 150

年以上の歴史を備えている. このようにあるジャンルが指

し示す音楽は時系列的に広い範囲に存在し, 更にその中の

特定の地域や年代の音楽の群がまた別のジャンルを内部に

構成している. 

 

 
図 5	 ジャンルの概念図 

Figure 5	 The image of genre. 

 

	 このような視点から音楽を捉えていくことで対象とする

音楽に対する理解や解釈がより深まっていき, より豊かな

音楽体験へと至ることが可能になると本研究では考えてい

る. 具体的な例としてザ・クラッシュやセックス・ピスト

ルズ, ザ・スペシャルズらの楽曲を, 聴覚の刺激以上のも

のとして, 当時の彼らが置かれていたロンドンの状況と関

連づけて聴くことが出来れば聴き手はその音楽の表現によ

り深い感銘を受け, 一層深い音楽の受容と体験が実現出来

る. そしてそういった体験を実現するためには音響情報か

らの理解や解釈, 考察からでは限界があると考えており, 

そのような動機をもとに本研究では音楽の文脈情報を示唆

するインターフェースとなるべく本アプリケーションを制

作している. 

4.3 メタデータの取得方法について  

	 本アプリケーションではメタデータをファイルから読み

込んで取得している. これに対し, AllMusicや MusicBrainz, 

Wikipedia のように大量のメタデータを保持しているウェ

ブサイトから取得する方法も考えられ, 将来的にはこの二

つの方法の選択をユーザーにゆだねるかたちになるよう実

装しようと考えている. 特にメタデータの管理に注意をは

らっていないユーザーであれば後者で充分であり, 逆に細

かくメタデータを自分で管理しているユーザーであれば前

者の方が望ましいであろう. 特に, ある音楽ファイルがど

の音楽ジャンルであるかはユーザーの解釈次第で決まる部

分もある. また年に関しても, 次のように一意には定まら

ない部分がある. 

例として再発されたアルバムの年データを扱う際 

 

(1) そのアルバムのオリジナルが発売された年 

(2) そのアルバムの再発された年 

(3) 収録されているコンテンツが完成した年 

(4) 収録されているコンテンツが録音された年 

 

の 4 種類のデータが考えられる. (1)と(2)に関しては, 例え

ばリマスターなどで再発されたアルバムとオリジナルのア

ルバムの二つを別々のものとして管理しているユーザーに

とっては考慮すべき点であり, また(3)や(4)に関しても例

えばクラシック音楽のファイルのメタデータに対してその

作品が成立した年のデータを用いるのか演奏者が録音した

年のデータを用いるかでまた変わってくる. 前者を重視す

るとすればマッピング空間には作品史が綴られていくであ

ろうし, 後者をとればある演奏家の録音キャリアを紡いで

いくことが出来る. このように音楽のメタデータの内容は

一意には定まらないため, 現在はあくまでユーザーの意向

を反映させる意図でファイルに入力されているデータをそ

のまま利用しているが, 将来的にはウェブサイトからのマ

イニングの可能性についても検討していく. ただし総合的

な音楽コンテンツの電子データベースを作る提案も近年盛

んになされているため[23], それらの研究成果を応用する

手段についても考慮していく. 

 

5. 今後の展望  

	 現段階の研究報告の時点では本アプリケーションの本格

的な運用やテストを充分に実施出来ていない. よって本ア

プリケーションをより完成した内容のものとするため, 次

の段階としてユーザビリティテストの実施を考えている. 

内容としては, 複数のユーザーに本アプリケーションを使

ってもらい, メタデータの取得方法やマッピング空間の描

画に関する意見などの収集, ボール型コントローラーの性

能評価やユーザーがロードさせようとする音楽ファイルの

量の測定, そして本アプリケーションによってどのような

印象を音楽に対して持つようになったかなどを調査し, 本

アプリケーションの一層の改善と研究の進展に寄与させた

いと考えている.  

	 また, 同じく重要な課題として取り込む音楽ファイルの

地域情報の取得がある. 地域は年代と並ぶ音楽の文脈情報

をもたらす要素と考えられ, ある音楽がどの地域のもので

あるかを可視化させることはユーザーのコンテンツ分布ス

キーマの形成におおいに貢献出来ると同時により豊かな文

脈情報の示唆の実現が期待出来る. ただ現状音楽ファイル
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に地域のメタデータが入力されていることはほぼないため

ウェブ上のデータを活用していく方向で検討している. 同

様に音楽ファイルの再生機能やメタデータの編集及び管理

機能も追加していく. 

	 加えて, 音響特徴量もマッピング空間に組み込んでいく

ことでより一層音楽コンテンツの分布の洗練された表現が

可能になっていくと考えられる. 音楽ジャンルを機械学習

によって自動的に分類していく研究は音楽情報検索の分野

で盛んであり[6] [7], あるジャンルやグループに共通する

音響特徴量の抽出に成功すればそれを応用してマッピング

空間のデザインを改善出来る可能性が考えられる. 実際, 

人がある音楽ジャンルについて判断を下す際, 音色が重要

な決定要素となるケースが既に報告されている[18]. 例え

ば描画されるそれぞれの音楽の色や形状を音響特徴量に基

づいて決めることが出来れば, 更に前述の地域情報とも組

み合わせることが出来れば, ユーザーのコンテンツ分布ス

キーマはジャンル, 年, 地域, 音響情報の四つによって構

成されることになり対象とする音楽の理解をおおいに促進

出来る可能性がある. また, 近年リチャード・タラスキン

によって試みられたハロルド・ブルームの誤読理論の音楽

への応用など[24], 対象とする音楽の理解や解釈を深めよ

うと試みる音楽学からの研究成果の応用も検討していく. 

より洗練されたマッピング空間をデザインすることは本研

究のコンセプトである文脈情報の示唆に大きく関わってく

るため, 多様な視点からの議論を交えながら今後も本研究

を展開していく. 

 

6. 終わりに  

	 本研究では, 豊かな音楽体験を実現するため音楽の文脈

情報を示唆するアプリケーション Contextual Music Linker

を制作している. 音楽ファイルのメタデータである年とジ

ャンルを主に利用することによって, 時系列に沿ったかた

ちで音楽を三次元空間にマッピングし, 従来の研究からは

あまり取り上げられることのなかった音楽の文脈情報に焦

点を置いた可視化が実現した. これによって音響情報以外

の情報もユーザーは認知することが出来るようになり, 従

来一層豊かな音楽体験, 深い音楽の受容体験が実現出来る

ようになると考えられる. 今後も本研究を継続し, より一

層豊かな音楽体験を実現出来るシステムやインターフェー

スの研究に取り組んでいく. 
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